
マークのある記事にスマホやタブレットを
かざすと動画が見られます!（見方はP8）ふるさとだよりの記事が動画で!!
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ふるさとたより
久之浜・大久、四倉、平、小名浜、勿来

動画の見方

①アプリを
ダウンロード

②アプリを立ち上げ、パンダマー
　クのある写真にスマホをかざす。
③自動的にスキャンが始まる。
④認識されたら、動画を再生。

※画像に光が反
射しないように
スキャンしてく
ださい !
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８

ふ
る
さ
とた

よ
り

　　～平成24年度：四倉地区担当　吉田靖～
　防潮堤や防災緑地の会議や、2年ぶりに復活した
四倉ねぶたの制作の様子、新しい建物で営業を再開
した道の駅よつくら港などを取材しました。特に7月
の祭り当日、商店街を力強く練り歩くねぶたの勇姿
と、町に響く「ラッセラー」の掛け声など、熱気を帯
びた四倉の夏の夜を、今でも鮮明に覚えています。
　次号では久之浜・大久地区担当者が語ります。

津波災害時における自動車避難について
市防災会議　初のガイドライン作成

復興・
久之浜漁港まつり2017
日時／10月29日(日)
　　　9：00～
場所／久之浜漁港

　平成28年11月22日午前5時59分に発生した震度
5弱の地震により、震災後初めてとなる津波警報が
発表されました。その際、自動車での避難行動をと
った方が多く見られ、道路渋滞が発生したことが課
題となりました。
　そこで市では、平成29年1月から、国・県の道路
管理者や市内警察３署等を構成員とする「津波災害
時における自動車避難検討部会」を設置し、津波発
生時の避難のあり方を検討してきました。４回にわ
たる会議を重ね、津波発生時の避難について、原則
は徒歩としながら、半径500ｍ以内に高台などがな
い場合や、要配慮者など徒歩での避難が困難な場
合など、やむを得ず自動車で避難する場合は津波浸
水想定区域より内陸部へ避難することを方針とする
ガイドラインを作成。8月29日に市文化センターで
開かれた市防災会議にて、内容が了承されました。
　また、9月24日に市内各地で行われた市総合防災
訓練では、藤間区・下高久区・神谷作区・沼ノ内区を
対象に、自動車での避難訓練が行われました。
　なお、今後も随時検討部会を開催し、より良い避
難方法について検討
が進められます。

【問い合わせ】
市危機管理課　
☎0246－22－7551

千住真理子さんバイオリンリサイタル

お知らせ

第2回海まち・とよま
フォトコンテスト
作品展示
日程／11月18日(土)～
　　　平成30年1月31日(水)
場所／とよマルシェ内
　　 「豊間屋」

住まいと暮らしの
再建相談会
日時／11月11日(土)
　　／11月26日(日)　　
　①10:00 ②13:00
　③15:00 (各90分程度)
場所／中央台公民館
　　　大会議室(1)(2)
定員／9組(各時間3組)

　

ふるさとPICK UP

 ふるさと伝言板

素敵な音楽とトークでクラシック
の世界へ誘った千住さん

平成24年度11月号の表紙 2年ぶりに町を練り歩いたねぶた

要介護者の避難のために車に家族を
乗せる参加者（沼ノ内区）

◆お申し込みは開催日の3日
　前まで。
【問い合わせ】市ふるさと再生課
　☎0246-22-7437

　日本を代表するバイオリニスト・千住真理子さ
んが９月８日に久之浜・大久ふれあい館、９日に薄

磯修徳院でリサイタル
を開きました。「追悼と
祈りの気持ちを込めて
弾きます」と語った千住
さんの演奏に、涙を流
す聴衆の姿も見られま
した。

砂子田団地「健康相談会と薬のあれこれ」
　９月10日、内郷砂子田団地集会所で、市社会福
祉協議会主催の「健康相談会と薬のあれこれ」が
開かれました。いわき明
星大学看護学部学生と
教員による血圧測定と
ストレスチェックなど、
薬剤師による薬につい
ての講話や相談が行わ
れました。 和やかな雰囲気で行われた健康

相談会

　9月3日、小名浜鎮守諏訪神社の
例大祭「夏祭 ささら奉納」が境内

で執り

行われました。岡小名ささら保存会
のみなさんが「ささら」と呼ばれる

棒術

と三匹獅子舞を、また、いわき居合
道部会のみなさんが居合道を奉納

。わか

ぎ幼稚園児によるメイポールダンス
も披露され、祭りに花を添えました

。

久之浜・大久 十五夜祭久之浜・大久 十五夜祭 大浦小で地域ふれあい会大浦小で地域ふれあい会 豊間小・中で避難訓練豊間小・中で避難訓練 錦町須賀地区で植樹祭錦町須賀地区で植樹祭勿来

小名浜

平久之浜
大久

四倉

五穀豊穣・無病息災を願い、獅子が舞う五穀豊穣・無病息災を願い、獅子が舞う

担当記者が振り返る
　　「ふるさとだより」のあゆみ
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HISANOHAMA
OHISA

地域とともに生きる

久之浜・大久

　９月24日に行われた市総
合防災訓練。大久地区では
土砂災害を想定した避難訓
練が行われ、避難場所とな
った大久公民館では防災講
話も行われました。

　「浜風きらら」オープン当時は工事中
だった郵便局も今夏に営業を開始し、す
べてのテナントが出揃いました。町民に
は買い物や飲食など、日々の利用を働き
かけ、時折イベントを開催して集客を図
っています。さらには、いわき北部の観光
客誘致を推進するために、道の駅よつく
ら港やワンダーファームとの連携に向け、
協議会を発足させました。アンモナイトセ
ンターや海竜の里、相双地区も含めた施
設の連携をめざし、浜風きららに多くの
人が集い、未来への希望の灯となれるよ
う活動していきたいと思っています。

　
９
月
３
日
、浜
風
き
ら
ら
で

久
之
浜
町
商
工
会
主
催
の
久

之
浜・大
久
十
五
夜
祭
が
開
か

れ
、大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　
夕
方
４
時
に
ス
タ
ー
ト
す
る

と
、子
ど
も
た
ち
は
、ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
す
く
い
や
輪
投
げ
を
楽

し
み
、餅
つ
き
体
験
に
大
喜
び
。

大
人
た
ち
は
、日
本
酒
を
味
わ

っ
た
り
、足
湯
に
浸
か
っ
た
り
し

な
が
ら
知
人
と
笑
顔
で
語
ら
う

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
商
工
会
青
年
部
の
阿
部
冨

士
夫
さ
ん
は「
中
秋
の
名
月
に

は
早
い
け
ど
、多
く
の
方
々
、特

に
子
ど
も
た
ち
が
来
て
く
れ
て

嬉
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　８月29～30日、広島大学
フェニックスリーダー育成プ
ログラム一行が末続を訪れ、
放射線防護に関する地区の
取り組みと堤防等の復興状
況を視察しました。

一
足
早
く
月
見
の
宴

久
之
浜・大
久 
十
五
夜
祭

浜風きららを人が集う賑わいの場に

　9月13日、四倉・久之浜、
小川・川前方部小学校連合
音楽祭がいわき芸術文化交
流館アリオスで開かれ、久
之浜一小、二小が参加。元
気に演奏を披露しました。

もしもに備える 避難訓練 元気に演奏 方部音楽祭 広島大学が末続視察

ピ

ク
ッ

ッ
ア

プ

久
之
浜
・
大
久

私たちのふるさとへの願い

平成29年4月
のオープンか
ら半年が過ぎ
た浜風きらら
と高木社長

除染廃棄物仮置き場を見学する一行軽快に演奏する久之浜二小の児童熱心に耳を傾ける参加者のみなさん

糠塚 菅原マキ
イさん・紀友さ

ん 大久町小久 小島剛さん

ふ
る
さ
と
の

未
来
へ
向
け
て親子連れで賑わった十五夜祭。子ども

たちは餅つきに夢中

高
木
重
行
さ
ん

浜
風
き
ら
ら
株
式
会
社

代
表
取
締
役
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YOTSUKURA

地域とともに生きる

四　倉

四
倉
南
団
地
で

初
め
て
の
垂
直
避
難
訓
練

　

　9月9日、四倉公民館で土
曜学習「四倉っ子キラキラ
学び隊」が開かれ、四倉小
の1～3年生が四倉音頭を習
い、4～6年生が火おこし体
験などを行いました。

　9月3日、新町通りで四倉
新町歩行者天国が開かれ、
来場者は四倉音頭やカキ氷
の早食い競争などのアトラク
ションや、模擬店での買い
物などを楽しみました。

　本業の傍ら四倉アーカイブズを立ち
上げて、先人が残した昭和30年代の四
倉の町並みや年中行事などを記録した８
ミリフィルムの編集作業をする一方、地
域学講座の四倉学や四ツ倉駅周辺探険
ツアーでは講師を務めました。編集した
映像は、四倉町商工会や市民グループ
などと協力して、地域のイベントなどで、
上映会を行っています。映像を観た方が、
活気があった頃の町の様子を知ることで、
震災後の四倉がどうあるべきかを考える
きっかけにもなればと思っています。

難
を
経
て
、避
難
所
に
な
って
い

る
四
倉
高
体
育
館
へ
移
動
し
ま

し
た
。

　
大
浦
地
区
で
は
参
加
者
が

津
波
避
難
場
所
へ
避
難
し
た
ほ

か
、
津
波
避
難
ビ
ル
に
指
定
さ

れ
て
い
る
公
営
住
宅
四
倉
南
団

地
で
は
、
階
上
へ
の
垂
直
避
難

訓
練
を
初
め
て
行
い
ま
し
た
。

　
９
月
24
日
に
行
わ
れ
た
平
成

29
年
度
市
総
合
防
災
訓
練
は
、

午
前
８
時
30
分
に
震
度
５
弱

の
地
震
が
発
生
し
、
沿
岸
部
へ

の
津
波
警
報
の
発
令
と
、
前
日

か
ら
の
雨
で
土
砂
崩
れ
の
前
兆

現
象
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
四
倉
地
区
で
は
、
参
加
者
が

最
寄
の
津
波
避
難
場
所
へ
の
避

貴重な記録映像を編集、上映

　9月12日、大浦小で地域
ふれあい会が開かれ、住民
のみなさんが講師となり、絵
手紙、あやとり、藁細工、囲
碁、将棋など9つの講座を行
い、児童たちと交流しました。

児童と地域の交流事業 公民館で土曜学習が開催 新町通りでホコ天

ピ

ク
ッ

ッ
ア

プ

四
倉

イベントで講師を務
める緑川さん（9月
17日、四ツ倉駅周辺
探険ツアー）

囲碁に初めて挑戦する児童たち 見よう見まねで踊る児童たち 会場を盛り上げたフラダンス

西三丁目　渡辺
啓さん

ふ
る
さ
と
の

未
来
へ
向
け
て

初めての垂直避難訓練で、四倉南
団地の階段を上る参加者

私たちのふるさとへの願い

緑
川
健
さ
ん

四
倉
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

代
表

四倉中ＰＴＡ会長　根本弘樹さん

た
け
し



　
　
　
　

　
家業・地域伝統を次世代へ繋ぐ

地域とともに生きる 豊
間
小
・
中
学
校
で

合
同
避
難
訓
練

４

TAIRA平

　海まち・とよま市民会議
では、昨年度実施された海
まち・とよまフォトコンテスト
を市内の全海岸部を作品の
対象にして、第2回の開催を
決定しました。

　９月５日、豊間小児童を
対象に、防災学習を実施。
東北大学が開発した「減災
カードゲーム」を用い、災害
時の正しい対処方法を楽し
みながら学習しました。

　今年７月、父が他界し、沼ノ内にある
水産加工の家業を引き継ぎました。震災
前はシラスや小女子などの小魚も扱って
いましたが、漁業の本操業がまだ整わな
い現状もあり、再開の目処が立っていな
いため、現在のメインはひじきです。
　また青年会OBとして地域の行事に携
わることもありますが、震災前と同じよ
うな活動ができず、とても残念です。
　父から受け継いだ家業や地域の伝統
など、次の世代に繋ぐ前に消えてしまわ
ないように、周りの方々から多くを学び、
伝えていきたいと思っています。

　９
月
６
日
、豊
間
小
・
中
学

校
合
同
で
、地
震
、津
波
を
想

定
し
た
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。震
災
後
、夏
休
み
前
ま

で
は
、同
じ
校
舎
で
勉
強
し
て
い

た
児
童
、生
徒
た
ち
。中
学
校

新
校
舎
が
供
用
さ
れ
て
か
ら
、

初
め
て
の
合
同
避
難
訓
練
に
な

り
ま
し
た
。

　こ
の
日
は
、あ
い
に
く
の
雨
で

校
庭
が
使
え
ず
、小
学
校
体
育

館
へ
一
時
避
難
し
、小
・
中
学

生
が
合
流
。そ
の
後
、津
波
警

報
が
出
さ
れ
た
想
定
で
、中
学

校
校
舎
３
階
へ
、中
学
生
が
小

学
校
低
学
年
生
の
手
を
引
き
な

が
ら
避
難
し
ま
し
た
。

　９月24日、豊間地区に新
設された介護施設で、地域
住民や入所者、スタッフなど
の親睦を図る芋煮祭が開催。
さまざまな催し物を楽しみ
ながら交流を深めました。

第２回海まち・フォトコン 介護施設で交流会 カードゲームで防災学習

ピ

ク
ッ

ッ
ア

プ

平

歓声があがった華麗なチアダンス カルタのように使用する減災カード

豊間　井上さん
・新妻さん 豊間　山崎信夫さん

比
佐
努
さ
ん

水
産
食
品
製
造
販
売
業

ふ
る
さ
と
の

未
来
へ
向
け
て

中学生が小学生の手を引いて避難

私たちのふるさとへの願い

海まち・とよま市
民会議でも活躍す
る比佐さん（奥左）

詳しくは
QRコード
から
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ONAHAMA

地域とともに生きる

小名浜

　

　9月24日、江名幼稚園で
秋の運動会が行われました。
園児たちは、かけっこやダン
ス、親子競技などに臨み、元
気いっぱい頑張る姿に、たく
さんの拍手が送られました。

　9月14日、市公営住宅永崎
団地集会所で「浜〇かふぇ」
が開かれました。お茶会のほ
か、浜通り雅楽会による雅
楽の演奏が披露され、約60
名の来場者を魅了しました。

　当協議会は、平成13年に「地域住民
が誇れる郷土作り」に貢献することを目
的に設立しました。震災をきっかけに住
民が減ってしまい、活発な活動は出来な
くなりましたが、現在は、漁業や郷土芸
能の歴史を伝承していくとともに、地域
復興のために頑張っている地元の団体
のために、イベントの情報発信や活動の
サポートをしています。
　また、今年度は江名地区の写真展の
開催を考えており、少しずつでも地域の
ために貢献していきたいと思っています。

き
、
永
崎
海
岸
の
防
潮
堤
の

役
割
や
防
災
緑
地
の
機
能
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
12
・
13
日
に

は
、
３
年
生
を
対
象
に
日
本

赤
十
字
社
に
よ
る
防
災
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
か
れ
、
自

然
災
害
に
関
す
る
正
し
い
知

識
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
７
月
に
続
き
、
江
名
中
で

「
防
災
学
習
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
第
３
回
（
８
月
25

日
）
で
は
、
防
衛
省
自
衛
隊

福
島
地
方
協
力
本
部
職
員
を

講
師
に
、
東
日
本
大
震
災
時

の
活
動
や
防
災
に
関
わ
る
仕

事
に
つ
い
て
学
習
。
第
４
回

（
９
月
１
日
）
で
は
、
県
い

わ
き
建
設
事
務
所
職
員
を
招

　9月24日に実施された、市
総合防災訓練。対象となった
江名地区では、住民が避難
経路を確認しながら江名小
へ避難したほか、避難所開設
訓練なども行われました。

市総合防災訓練実施 江名幼稚園運動会開催 日本の伝統芸能を鑑賞

ピ

ク
ッ

ッ
ア

プ

小
名
浜

今年6月29日に
江名公民館で行
われた「平成29
年度 江名地区ま
ちづくり協議会
総会」で挨拶を
する速水さん

力を合わせて競技に挑む親子避難所に向かう地域住民 雅楽の演奏を堪能するみなさん

江名風越　佐藤
雅治さん 江名北口　菅野一幸さん

ふ
る
さ
と
の

未
来
へ
向
け
て

安
心
・
安
全
な
社
会
へ

「
防
災
学
習
会
」開
催

地域の復興支援と町おこしのために

私たちのふるさとへの願い

自ら考え、協力しながら課題に取り
組む生徒たち

速
水
春
雄
さ
ん

江
名
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

会
長



　
地域のみんなで協力し、災害に強い町に

NAKOSO

地域とともに生きる

勿　来
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　現在、防犯協会会長として山田町内の
パトロールに努めています。震災当時に
は林崎地区の区長を務め、住民の安否
確認や支援物資の配布をしていました。
「同じ地域に住む仲間同士、大変な時は
助け合わなきゃ」という気持ちでしたね。
　今年9月24日に行われた市総合防災
訓練では、林崎・大津地区が初の対象と
なりました。地域が一体となって災害に
備えることは、やはり大切だと感じます。
これを機に、一人ひとりの防災意識と住
民の絆を深め、いざという時に支え、助
け合えるような地域になればと思います。

　
９
月
５
日
、勿
来
と
双
葉
の

共
生
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
事

業
が
、双
葉
町
役
場
い
わ
き
事

務
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。か
る

た
の
制
作
状
況
や
、今
後
予
定

し
て
い
る
、復
興
公
営
住
宅
へ
の

入
居
検
討
者
向
け
の
バ
ス
ツ
ア

ー
に
つ
い
て
、確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、10
月
１
日
の「
な
こ
そ

ま
ち
あ
る
き『
く
ぼ
た
ん
け

ん
』」開
催
に
向
け
て
、９
月
10

日
に
は
、イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た

芝
浦
工
大
の
学
生
や
同
事
業
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
り「
プ
レ
ま
ち
歩

き
」を
実
施
。10
月
１
日
の
様

子
は
、次
号
の「
ふ
る
さ
と
だ
よ

り
」に
掲
載
予
定
で
す
。

　9月16日、錦町須賀地内
で（公財）イオン環境財団に
よる「福島県いわき市植樹」
を実施。1.08haの土地に、ク
ロマツや山桜などの6種、
7,000本が植えられました。

　9月24日に実施された、市
総合防災訓練。勿来地区で
は、山田町林崎・大津地区を
対象に土砂災害を想定して
行われ、57名の地域住民が
山田公民館に避難しました。

　9月14日、汐見が丘幼稚園
で地震発生を想定した避難
訓練を実施。園児は園庭か
ら隣接する汐見小の校庭へ
避難し、その後、保護者への
引渡し訓練も行われました。

ふ
る
さ
と
の

未
来
へ
向
け
てメンバーが想定したルートを歩き、改善点や

当日の流れなどを確認した「プレまち歩き」

緑あふれる沿岸部の再生 万が一に備えて避難訓練

地元の園児や住民など約700名が参加 校庭へ避難後、先生の話を聞く園児

各
種
事
業
の
実
施
に
向
け
て

着
々
と
準
備

瀬
谷
一
雄
さ
ん

山
田
防
犯
協
会

会
長

山田地区で防災訓練実施

勿来消防署員による防災講話も実施

ピ

ク
ッ

ッ
ア

プ

勿
来

なこそ復興プロ
ジェクト 円舘さ

ん 関田団地　豊田さん・山名さん

私たちのふるさとへの願い

9月24日の市総合防
災訓練では災害図上
訓練も行われ、要支
援者の避難について
意見を出し合う瀬谷
さん(右から2番目)



７

２連覇を遂げた合同チーム

ふるさと
　　ダイアリ

ー

永崎団地で交流
イベント

久之浜・
大久

小名浜

四　倉

平

再開された運動場
で球技大会

「笑う」という
健康法

勿来消防署員による防災講話 消火器の使い方を学ぶ参加者

　9月5日、「映像でみる防災講話と、消火器の使
い方」と題して、市公営住宅関田団地集会所で防
火訓練が行われました。勿来消防署から3名の署
員を招き、火災についてのDVD鑑賞や質疑応答
を実施。その後、水消火器を使っての消火訓練も
行われ、参加者は防火に関する知識を深めました。

　８月20日、平方部小中学校PTA親善球技大会
が中央台北中で行われ、豊間小・中合同女子バ
レーボールチームが優勝しました。「昨年優勝し
たチームとして、６月から週２回練習を重ね、家族
や地域のスポーツ少年団、豊間中バレー部の協力、
どれが欠けても優勝できなかった」と大峯紀子監
督は話していました。

勿　来

大峯監督（左）と日向寺マネージャー

整体でリラックスする参加者たち

古扇亭唐変木さんによる落語

　9月2日、市公営住宅永崎団地集会所で、江名中
吹奏楽部による演奏交流会が行われました。歌
謡曲や演歌などが披露され、賑やかな時間を過ご
しました。
　また、9月6日には、健美療術師協会によるリラ
クゼーションサロンを実施。住民は体のコリをほ
ぐしてもらい、日頃の疲れを癒しました。

参加住民のために演奏する江名中生

随所に見られたはつらつプレー

　8月27日、第35回北東地区子ども会親善球技
大会が開かれ、男子はソフトボール、女子はフット
ベースボールの熱戦が繰り広げられました。会場
となった久之浜市民運動場は、震災後、災害廃棄
物仮置場として使用されていましたが、今年４月
の一般利用再開後、最大のイベントとなりました。

優勝した久一小エンジェルズ

　9月16日、江名女性の
会が、住民に大きな声で
笑ってもらおうと、江名区
集会所にいわき芸能倶
楽部を招きました。古扇
亭唐変木さんの落語と悠
雲さんのジャグリングが
披露され、会場は、笑顔と
笑い声に包まれました。

家族・地域に感
謝

練習の成果を発揮
した音楽祭

団地のみんなで
防火を学ぶ

大舞台に臆せず演奏する大浦小息の合った演奏を見せた四倉小

　P2でも紹介した方部音楽祭。大浦小の4年生
31名は人気SF映画のメインテーマ曲を力強く演
奏し、四倉小の4年生60名は、アメリカで大ヒットし
たポピュラー音楽を披露しました。客席では保護者
らが児童たちの奏でるメロディに耳を傾け、演奏が
終わると大きな拍手を送りました。

てい　とう　へん　ぼく

ゆう　も

こ　 せん



マークのある記事にスマホやタブレットを
かざすと動画が見られます!（見方はP8）ふるさとだよりの記事が動画で!!

表紙から
Message

各地区トピックス

10 2 0 17
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平成29年10月20日発行（毎月1回20日発行）

ふるさとたより
久之浜・大久、四倉、平、小名浜、勿来

動画の見方

①アプリを
ダウンロード

②アプリを立ち上げ、パンダマー
　クのある写真にスマホをかざす。
③自動的にスキャンが始まる。
④認識されたら、動画を再生。

※画像に光が反
射しないように
スキャンしてく
ださい !
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　　～平成24年度：四倉地区担当　吉田靖～
　防潮堤や防災緑地の会議や、2年ぶりに復活した
四倉ねぶたの制作の様子、新しい建物で営業を再開
した道の駅よつくら港などを取材しました。特に7月
の祭り当日、商店街を力強く練り歩くねぶたの勇姿
と、町に響く「ラッセラー」の掛け声など、熱気を帯
びた四倉の夏の夜を、今でも鮮明に覚えています。
　次号では久之浜・大久地区担当者が語ります。

津波災害時における自動車避難について
市防災会議　初のガイドライン作成

復興・
久之浜漁港まつり2017
日時／10月29日(日)
　　　9：00～
場所／久之浜漁港

　平成28年11月22日午前5時59分に発生した震度
5弱の地震により、震災後初めてとなる津波警報が
発表されました。その際、自動車での避難行動をと
った方が多く見られ、道路渋滞が発生したことが課
題となりました。
　そこで市では、平成29年1月から、国・県の道路
管理者や市内警察３署等を構成員とする「津波災害
時における自動車避難検討部会」を設置し、津波発
生時の避難のあり方を検討してきました。４回にわ
たる会議を重ね、津波発生時の避難について、原則
は徒歩としながら、半径500ｍ以内に高台などがな
い場合や、要配慮者など徒歩での避難が困難な場
合など、やむを得ず自動車で避難する場合は津波浸
水想定区域より内陸部へ避難することを方針とする
ガイドラインを作成。8月29日に市文化センターで
開かれた市防災会議にて、内容が了承されました。
　また、9月24日に市内各地で行われた市総合防災
訓練では、藤間区・下高久区・神谷作区・沼ノ内区を
対象に、自動車での避難訓練が行われました。
　なお、今後も随時検討部会を開催し、より良い避
難方法について検討
が進められます。

【問い合わせ】
市危機管理課　
☎0246－22－7551

千住真理子さんバイオリンリサイタル

お知らせ

第2回海まち・とよま
フォトコンテスト
作品展示
日程／11月18日(土)～
　　　平成30年1月31日(水)
場所／とよマルシェ内
　　 「豊間屋」

住まいと暮らしの
再建相談会
日時／11月11日(土)
　　／11月26日(日)　　
　①10:00 ②13:00
　③15:00 (各90分程度)
場所／中央台公民館
　　　大会議室(1)(2)
定員／9組(各時間3組)

　

ふるさとPICK UP

 ふるさと伝言板

素敵な音楽とトークでクラシック
の世界へ誘った千住さん

平成24年度11月号の表紙 2年ぶりに町を練り歩いたねぶた

要介護者の避難のために車に家族を
乗せる参加者（沼ノ内区）

◆お申し込みは開催日の3日
　前まで。
【問い合わせ】市ふるさと再生課
　☎0246-22-7437

　日本を代表するバイオリニスト・千住真理子さ
んが９月８日に久之浜・大久ふれあい館、９日に薄

磯修徳院でリサイタル
を開きました。「追悼と
祈りの気持ちを込めて
弾きます」と語った千住
さんの演奏に、涙を流
す聴衆の姿も見られま
した。

砂子田団地「健康相談会と薬のあれこれ」
　９月10日、内郷砂子田団地集会所で、市社会福
祉協議会主催の「健康相談会と薬のあれこれ」が
開かれました。いわき明
星大学看護学部学生と
教員による血圧測定と
ストレスチェックなど、
薬剤師による薬につい
ての講話や相談が行わ
れました。 和やかな雰囲気で行われた健康

相談会

　9月3日、小名浜鎮守諏訪神社の
例大祭「夏祭 ささら奉納」が境内

で執り

行われました。岡小名ささら保存会
のみなさんが「ささら」と呼ばれる

棒術

と三匹獅子舞を、また、いわき居合
道部会のみなさんが居合道を奉納

。わか

ぎ幼稚園児によるメイポールダンス
も披露され、祭りに花を添えました

。

久之浜・大久 十五夜祭久之浜・大久 十五夜祭 大浦小で地域ふれあい会大浦小で地域ふれあい会 豊間小・中で避難訓練豊間小・中で避難訓練 錦町須賀地区で植樹祭錦町須賀地区で植樹祭勿来

小名浜

平久之浜
大久

四倉

五穀豊穣・無病息災を願い、獅子が舞う五穀豊穣・無病息災を願い、獅子が舞う

担当記者が振り返る
　　「ふるさとだより」のあゆみ
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